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（３）導入ポテンシャルから見た太陽光の可能性 

 

○太陽光の導入ポテンシャルは、屋根などの比較的条件が良いと考えられる

場所で約 930 億 kWh ある。こうした場所をフルに活用することができれば、

ピーク、ミドル電源としても用いる火力発電の炊き減らしに資する電源と

して期待される。 

○ただし、930 億 kWh は、日本の一戸建ての家で設置可能なほぼ全ての屋根、

及び、現在普及の遅れているマンションや公共施設・工場などでパネルが

設置可能なほぼ全ての屋根へのパネルの設置に成功した場合の数値である。

それを実現するために必要なコスト低減、並びにそれを実現するための技

術開発の進展可能性は考慮されていない。 

○ちなみに、設置可能なほぼ全ての住宅用屋根に導入が進み、住宅用と住宅

用以外の工場等の屋根及びメガソーラーの普及比率が現状と同程度とした

場合の普及量は、5,300 万 kW（約 570 億 kWh）（＝現行エネルギー基本計画

における 2030 年推計値）になる。 

○太陽光発電の普及には、低コスト化に向けて更なる技術開発を進めていく

とともに、耕作放棄地や、マンション、工場などの壁面など、制度制約や

転換効率等の課題が存在する場所での設置を進めていくための制度改革、

及び、それに採算性を持たせる技術・ノウハウの開発が不可欠である。 

 

 

 

（図 １）太陽光発電の導入ポテンシャル 

 


